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緒 言

バナナは世界の果樹生産において,ぶどう,

かんきつ類に次いで第 3位の 3,925,400ton

(1980年)と多く,又我が国-の果実輸入量も

757,917ton(1982年)で最も多い果樹である.

沖縄県では1950年-1960年代に北蕉種,仙人

鍾 (大異系)が栽培されるようになって,一時

バナナ栽培が急速に増加した.しかし,同種が

班業病に対する抵抗性が弱いため栽培面積は激

減し,その後北蕉種,仙人種に変わって食味の

良い島バナナ (小笠原種)の栽培が行われ,価

格も輸入バナナより高いことからバナナ栽培の

見直しが迫られていた.

1989年から1991年にかけて著者等の組織培

養による島バナナの苗生産の報告1)を始めとし,

低農薬による消費動向の変化,さらに1991年

1月1日の大韓民国の自由化など,沖縄県に置

けるバナナ栽培の気運が急速に高まり,現在組

織培養苗の中でも最も注目をあびている.今回,

この島バナナに関して組織培養苗を利用した栽

培管理を明らかにしたので報告する.

品 種

本研究で用いた品種は島バナナ (小笠原種)

●沖縄県中頭郡北中城村字熱田1868

である.島バナナはマレー原産で草丈は高 く,

長幹種の系統と言われている.果房と果指 (実)

は小さく収量は少ない.食味は酸味が適度に調

和して品質は良い.

組織培養

バナナの組織培養は東南アジア等のバナナの

生産地において,病害虫が革延し,羅病してい

ない苗の必要性から行われるようになった.沖

縄県でも,ゾウムシ類の被害によって連年安定

生産に困難をきたしている.

島バナナの茎頂による組織培養はSandraS.

CronauerとA.D.Krikorlanの方法2)で行 った

(写真 1).この方法で島バナナを組織培茸する

と,形態的な変異は2-3%見られたが,実の

変異についてはまだ認められていない.

写真 1.培兼ビンでの成育状況
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島バナナの定植及び栽培

組織培養首の島バナナは定植後13ヶ月前後で

収穫が可能である.定植は畦幅3mとし,その

間に帽40cm深さ30cmの溝を作 り,株間1.5mで

行う (写真2).(10a当り220本)

写真2.組織培薫育の定植直後

施肥は,株当り堆肥5kg,CDU (15:15.15)

20gで,以後追肥は以下の表1.の様に施与す

る.なおCDU及びいも肥料 (9:9:18)は

成分が類似する有機肥料でも良い.

表1.島バナナの月別施肥量

月 肥料名 施肥畳 月 肥料名 施肥量

4月 CDU

5月 CDU

6月 CDU

7月 CDU

8月 CDU

9月 CDU

309/1株 11月 CDU 1009/1株

309/1珠 12月 いも肥料 4009/1株

509/1株 1月

509/1株 2月

809/1株 3月 いも肥料 400g/1株

809/1株 4月 いも肥料 400g/1株

10月 CDU IOOg/1珠

潅水は定植後約2週間根が活着するまで行い,

特に夏場での干ばつ時期は出葉速度が著しく遅

れるために,潅水がぜひ必要となる.また中耕

は施肥を兼ねて1-2回,除草は少なくとも年

4回は行う.さらに,収穫前の株の基部より数

本以上の吸芽がでるので,後継苗1-2本だけ

残して他車除する.
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台風対策

バナナは多年性の大型草本性果樹であるため

に,台風及び強い季節風には弱い.このため,

台風対策は極めて重要となる.沖縄県では基盤

整備事業が行われているが,防風林らしさもの

は全く無いに等しい.実際問題,防風林あるい

は防風ネット等は必要であることは言うまでも

無いが,現状を考えたなら,収穫時期に台風を

避けた栽培方法が必要となる.現在著者等が使

用している島バナナは,その特徴として葉の枚

数が42-45枚展開すると花芽が出雷してくる.

このため, 3-4月に定植すると11-12月ま

でに花芽が出雷し翌年の4-5月が出荷のピー

クとなる.即ち,この栽培方法になると出荷時

期は確実に台風を回避することができる.

一方,沖縄県での台風シーズンは7-9月ま

でとされ,仮に3-4月に培養苗を定植した場

合必ずといって7-9月までに一回は台風に遭

遇する.このとき定植 した苗は150cm-200cm

に成長し,その対策としては簡単ではあるが上

部葉1-2枚を残して台風をやりすごす (写真

3).そうすると風によって幹が傾くことはあっ

写真3.台風通過後2日目の状況

ても,みきが祈れることはほとんどない.又台

風が通過した後特に注意しなければいけないの

は,風によって幹の傾いたバナナをすぐに起こ

さないで,そのままにしておくことも重要であ

る.なぜならば,傾いたバナナを起こすと根が

切れたりして成長が極めて遅れる.
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収 穫

島バナナは無限花序で雌花約10段,雌花と子

房の退化した中性花の混じった1-2段,それ

以外は結実しない雄花である.果指の肥大を促

進するため雌花の開花終了後,切 り口が乾きや

すい晴天の日に,果軸の先端を一握 り残して切

り捨てる.病害虫防除,日焼け,擦傷防止等果

実の品質向上のため,果軸の切 り捨てが済んだ

ら有孔ビニールの袋掛けをする.バナナの採集

の判定は,バナナの果実が肥大し,果実の稜角

が丸みを帯びた時に行う.この状態で島バナナ

を室温で放置したならば,約 1週間以内には全

体が黄色く過熱するため,エチレン,カーバイ

トで追熱処理をする必要が全 く無い.写真は

1989年4月に培養苗を定植 し,翌年の6月に

収穫した,典型的な島バナナの果実である.段

数は10段,収穫量は20.5kgであった (写真4).

写真4.典型的なバイオ島バナナの実

このことは,従来の島バナナの収穫量が1本当

り10kg前後であったことを考えると,約 2倍

で,組織培養苗を利用したならば増収につなが

ることは間違い無い.又組織培養苗は無病苗で,

多くの病害虫がまんえんしている現状では,敬

芽苗ではなく組織培養苗を定植することが賢明

である.

組織培蕃苗を利用した島バナナの栽培管理について

島バナナの病害虫

島バナナの病害には斑葉病,萎縮病,萎ちょ

う病,黒星病等が見られ,害虫についてはバナ

ナクキゾウムシ,バナナオサゾウムシ,バナナ

セセリ等が知られている.その中でも特に島バ

ナナの栽培で問題になるのは,収稚時期の黒星

病とバナナクキゾウムシ及びバナナセセリであ

る.斑葉病,萎縮病,萎ちょう病については組

織培養苗が全く無病苗であもことをふまえたな

らば,その防除として無病地を選定すること.

また吸芽苗を定植 しない.仮に羅病棟が発見さ

れたとしたならば早急に堀取り処分することで

ある.黒星病は薬,果実に見られ,果実に発病

すると著しく商品価値を低下させる.又,本病

は雨敵に混じって伝染するので着果直後すぐに

袋かけを行う (写真 5). しかしその袋は通気

性のよいものを選ぶ.

写真5.黒星病予防のための袋掛けを

行ったバイオ島バナナ畑

一方,害虫であるバナナクキゾウムシ,バナ

ナオサゾウムシについてはアドバンテージが極

めて有効である.まずバナナオサゾウムシにつ

いては植穴に約 5mgのア ドバンテージを加え

て定植し,バナナクキゾウムシの場合3ヶ月お

きに,上から4-5枚以下の葉の菓宵に,アド

バンテージ2mg程度処理するとそれらの発生

が抑えられる.バナナセセリは年4回の世代を

かさね,8月頃から被害が目立ち始め10-12

月頃に被害が最も多い.このため,防除は卵や

幼虫,桶等を発見しだい捕殺するようにしてい

る.
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考 察

沖縄県は亜熱帯地域に位置し気候的にもバナ

ナ栽培が可能であるにも係わらず,その実態を

見たならば病害虫が蔓延し,単なる庭さき農業

で,沖縄の気候を全く生かしきっていないのが

現状である. しかし,1990年代に入って本格

的にバナナの組織培養が行われるようになると,

バナナの栽培気運が高まり組織培養苗の中でも

最も注目を浴びている,

栽培農家における島バナナの栽培を考えたな

らば,バナナは極めて吸肥性であるにも係わら

ず,施肥がほとんど行われていないことである.

このため,従来の島バナナの実は小さく,大変

みすぼらしい物が島バナナであると勘違いされ

ていた.本研究では栽培管理のところで述べた

ごとく,株当り堆肥 5kg,CDU20gで以後追

肥を重ねると,その実は今までの島バナナと異

なり,丸みを帯びてでっぷりとし,収量も約 2

倍になることが明らかになった.このことは島

バナナの栽培でいまさらながら施肥量が重要で

あることを示している.

島バナナの組織培養苗は無病苗で,従来の吸

芽苗よりも病害虫に対して防除は簡単に行える.

なぜならば,病害虫の蔓延している現状で吸芽

苗を定植したならば,ほとんどと言っていい程

病害虫を持ち込んでいるケースが多く,結果的

に手の打ちようが無くなるであう.しかし組織

培養苗では,栽培を行う計画段階から病害虫の

侵入経路が予想でき,防除も計画的におこなえ

る.

バナナ栽培で最も重要になるのは,やはり台

風対策であろう.沖縄県は必ずと言っていい程

夏場に台風が袈っ{-くる.このため,バナナ栽

培は基本的には台風が襲って来る前に収穫をし

なければならない.著者らの経験では,島バナ

ナは葉が42枚-45枚展開すると花芽が出雷し

てくる.葉の展開は施肥及び干ばつ時の湛水に

よって若干異なるが,3-4月までに培養苗を

定植すると,翌年の6月までには収穫が可能で

ある.このため台風を回避した栽培として沖縄

南方資源利用技術研究会誌

県の場合,定植は3-4月で遅くとも5月いっ

ぱいまでに行うことが肝要である.

一方,島バナナの生産については現在生産農

家が個々に行っており沖縄県では組織的な動き

は全く見られない.しかし,鹿児島県では奄美

大島を島バナナの,生産拠点にしようとする計

画があり,手始めに,1992年から奄美大島笠

利町で40haのバナナ畑の苗更新が著者等との

共同で着実に行われている.いずれにしろ,沖

縄県の組織的な動きは今後に譲るにしても取 り

組みの甘さを指摘せずにはいられない.

尚,報告を終えるに当り,本論文が少しでも

沖縄県のバナナ栽培に寄与できれば幸いである.
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